惟明親王の『正治初度百首』祝部五首について : 星の祝歌を中心として by 北原, 沙友里











































































    学大系より注釈書が出版されており
(2)、この歌については「幾千年





さまざま詠まれたの 比し 、星の数はいかにも少ない」とあるように、和歌に星が詠まれ ことはほ
とんどなかった。そのような珍















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































漢書・白氏六帖等に見える、漢の武帝が太室山に行幸した際、万歳の声が聞こえてきたという故事と、白氏六帖等に見える 黄河が千年に一度澄み、その時聖人が出現するという故事をふまえる。後鳥羽院を千年に一度 聖人と称える意を込める。当該歌が典拠とする故事は、 「水遇一清沙月影山称万歳嶺嵐声」 （本朝無題詩・藤原知房） 、 「山の嵐万世よばふ声をつたへ、池の水も千歳の影を澄まして」 （今鏡・すべらぎの上・初春）などと 広く受容された。同時代では、 「君が世の十度澄むべき水の色を汲みて知りける山の声かな」 （千五百番歌合・藤原有家）などと詠まれている。
 









とある。なお『白氏六帖』の本文は『白氏六帖事類集（一） 』（古典研究会叢書漢籍之部第四十巻、汲古書院、二〇〇八年三月） 、 『同（二） 』 （同 一巻・汲古書院 二〇〇八年五月）に拠り、小書部分は〈〉で、改行は／で示している。
 
(5) 田仲氏は「惟明親王詠の主要先行典拠表現受容一覧」 （ 『中世前期の歌書と歌人』 、和泉書院、二〇〇八年一二月）の中で、惟明親王の⑤ の「本歌もしくは惟明がその発想や を受容したと考えられる先行歌」として、 『千載和歌集』所収の式子内親王歌「動きなくなほ万代をたのむべきはこやの山の峰の松陰」 （賀・六二五）を挙げてい 。
 
また、 『歌ことば歌枕大辞典』の「藐姑射の山」項目には、 鎌






とある。なお『白氏六帖』の本文は『白氏六帖事類集（一） 』（古典研究会叢書漢籍之部第四十巻、汲古書院、二〇〇八年三月） 同（二） （同 一巻・汲古書院、二〇〇八年五月）に拠り、小書部分は〈〉で、改行は／で示している。
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(7) 三上桂子「和歌に現われた星」 （ 『立教大学日本文学』第二一号、一九六八年一二月）
 
(8) 

















万葉集巻第七・雑歌（一〇七二）や『拾遺和歌集』巻第 ・雑上にも入首。伊藤博氏によって「星の林」も「月の舟」も漢文的表現であることが指摘されている。 （ 『萬葉集釋注四』 九六年八月、集英社）
 
(12) 



































 （上） 』明治書院、二〇一六年一月） 。
 
 （きたはら
 
さゆり、 広島大学大学院文学研究科博士課程後期在学）
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